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樋
脇
小
教
頭
住
宅　

市

が
草
刈
り
・
剪
定
対
応

へ 

　

樋
脇
小
学
校
の
教
頭

住
宅
を
め
ぐ
っ
て
、「
周

囲
の
草
が
伸
び
て
歩
き

に
く
い
」「
景
観
も
悪
い
」

と
ご
近
所
か
ら
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
調

べ
た
と
こ
ろ
、
教
頭
先
生

は
実
際
に
は
こ
の
住
宅
に

住
ん
で
お
ら
ず
、
空
き
家

状
態
で
し
た
。
そ
の
た
め

個
人
に
管
理
を
任
せ
る
の

は
難
し
い
と
考
え
、
市
に

管
理
を
要
望
し
ま
し
た
。 

 　

市
教
育
総
務
課
か
ら
は

「
９
月
９
日
に
業
者
へ
剪

定
を
依
頼
し
て
い
た
が
、

実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
本
日
、
草
刈
り
は
市

で
行
い
、
後
日
業
者
に
よ

る
剪
定
も
行
う
」
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。 

 　

住
民
の
声
を
届
け
る
こ

と
で
、
市
が
対
応
し
、
環

境
改
善
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
今
後
も
空
き
家
の
管

理
な
ど
、
行
政
の
責
任
が

問
わ
れ
る
課
題
と
し
て
取

り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

「鹿児島市＋川内市」分の電力を1施設で消費！？

巨大データセンター計画、循環型拠点との矛盾も
　薩摩川内市川内港背後地に、国内最大規模となるAI向けデータセンターの建設計画が進んでいます。稼働率
50％でも、鹿児島市と薩摩川内市すべての家庭に相当する年間33万世帯分の電力を消費すると試算されます。
さらに、その電力の半分が冷却に使われることで、川内川への温排水放流が予想され、「サーキュラーパーク九州」
という循環型産業拠点との矛盾が指摘されています。いまこそ市民的な議論が必要です。

年
間
電
力
は
�
33
万
世
帯
分
�　

稼
働
率
50%
で
も
巨
大
規
模

　

計
画
さ
れ
て
い
る
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
は
最
大
受
電

容
量
３
５
０
メ
ガ
ワ
ッ
ト
。

仮
に
稼
働
率
を
50
％
と
し

て
も
、
1
年
間
で
約
1
・

53
テ
ラ
ワ
ッ
ト
時（T

W
h

）

の
電
力
を
消
費
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
1
世
帯
あ
た
り

年
間4

,6
0
0
k
W
h

を
使

用
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
、

約
33
万
世
帯
分
に
相
当
。

鹿
児
島
市
（
約
28
万
世
帯
）

と
薩
摩
川
内
市
（
約
4
万

世
帯
）
を
合
わ
せ
た
規
模

と
同
等
で
す
。

冷
却
に
川
内
川
の
水
？　

温
排
水
の
環
境
へ
の
影
響
も

　

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
電

力
消
費
の
う
ち
30
〜
50
％

は
冷
却
に
使
わ
れ
ま
す
。

冷
却
水
に
川
内
川
の
水
を

用
い
た
場
合
、
大
量
の
温

排
水
が
発
生
し
、
川
内
川

の
水
温
上
昇
や
生
態
系
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
夏
場
な
ど
は
酸
素

量
の
低
下
や
魚
類
へ
の
悪

影
響
、
水
田
用
水
へ
の
波

及
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

川
内
原
発
に
お
い
て
も

温
排
水
に
よ
る
環
境
負
荷

が
長
年
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
新
た
に
巨
大
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
排
熱
が

加
わ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

地
域
環
境
へ
の
影
響
は
計

り
知
れ
ま
せ
ん
。

循
環
型
産
業
拠
点
と
両
立
す
る

の
か
|
市
民
的
な
検
証
を

　

こ
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

計
画
は
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

パ
ー
ク
九
州
」
内
に
設
置

さ
れ
る
予
定
で
す
。
資
源

の
循
環
と
再
利
用
を
掲
げ

る
拠
点
に
、
電
力
大
量
消

費
・
大
量
排
熱
の
施
設
を

設
置
す
る
こ
と
が
、
本
来

の
理
念
に
合
致
す
る
の
か
。

事
前
の
環
境
影
響
評
価
や

住
民
説
明
、
公
共
水
利
用

の
許
認
可
手
続
き
が
適
切

に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
丁

寧
な
検
証
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

写真は、国内でも最大級の電力供給能力
を誇るハイパースケール向けデータセン
ター「TOK1」の建設予想図。（千葉県印
西市）。

データセンター もう一つの問題点

莫大な補助金の支出も
（2面へ続く）
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6つの顔

デ
�
タ
セ
ン
タ
� 

も
う
一
つ
の
問
題
点

莫
大
な
補
助
金
の
支
出
も

　

膨
大
な
電
力
消
費
と
環
境
へ
の
影
響
に
加
え
て
、
市
や
県
、
国
か
ら
の
巨
額
の
補
助

金
支
出
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
も
懸
念
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
税
金

が
、
地
元
に
雇
用
や
産
業
連
携
を
ほ
と
ん
ど
も
た
ら
さ
な
い
外
資
系
企
業
に
使
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
|
い
ま
、
私
た
ち
に
は
冷
静
な
検
証
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

最
大
で
数
十
億
円
？ 

国
・
県
・

市
の
�
三
位
一
体
補
助
�
も
視

野
か

　

現
在
進
行
中
の
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
計
画
は
、
台
湾

系
金
融
企
業
と
日
本
企
業

の
共
同
出
資
に
よ
る
新
法

人
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
、
企
業
誘
致

の
一
環
と
し
て
、
鹿
児
島

県
や
薩
摩
川
内
市
の
補
助

金
制
度
の
活
用
が
検
討

さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
ま

す
。

　

過
去
の
大
規
模
立
地
事

例
で
は
、
国
の
「
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
」
や
県
の
「
企
業
立

地
促
進
補
助
金
」、
そ
し

て
市
の
独
自
支
援
を
組
み

合
わ
せ
て
、
1
件
あ
た
り

30
〜
50
億
円
規
模
の
公
的

地
元
雇
用
は
少
数
�
電
力
は
大

量　

見
合
う
支
援
な
の
か
？

資
金
が
投
入
さ
れ
た
例
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

に
対
し
て
も
、
数
十
億
円

規
模
の
支
援
が
行
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
詳
細
は
市
議
会
に
も

市
民
に
も
ま
だ
説
明
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
、

建
物
自
体
は
巨
大
で
も
実

際
の
雇
用
は
非
常
に
限
定

的
で
、
数
十
人
〜
百
人
程

度
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
一

般
的
で
す
。

　

一
方
で
、
施
設
全
体
で

年
間
1
・
5
テ
ラ
ワ
ッ
ト

時
（T

W
h

）
に
の
ぼ
る

電
力
を
消
費
す
る
と
み
ら

れ
、
こ
れ
は
鹿
児
島
市
と

薩
摩
川
内
市
の
全
家
庭
の

年
間
消
費
電
力
に
匹
敵
す

る
規
模
で
す
。

こ
の
よ
う
な「
電
力
集
約
・

雇
用
希
薄
」
な
産
業
に
対

し
て
、
市
民
の
貴
重
な
税

金
を
投
入
す
る
こ
と
が
、

地
域
経
済
の
発
展
や
循
環

型
産
業
と
の
整
合
性
に
本

当
に
か
な
っ
て
い
る
の
か

|
議
会
と
し
て
も
市
民
と

し
て
も
検
証
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す

べ
き

　

現
時
点
で
、
企
業
に
よ

る
説
明
は
市
長
と
県
知
事

へ
の
個
別
説
明
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
市
民
説
明

会
や
住
民
参
加
の
場
は
設

け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ま
ま
進
め
ば
、「
巨

額
の
補
助
金
が
密
室
で
決

ま
り
、
地
域
住
民
に
は
環

境
リ
ス
ク
と
高
電
力
負
担

だ
け
が
押
し
つ
け
ら
れ

る
」
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。


